『八月の光』(18～19) (18)バイロン・バンチに関する一考察(承前) (19)リーナ・グローヴに関する一考察 by 佐藤 道子

























































































































































































































































































































































































































onewasperfect.Each onewascrackedandfrom each crack thereissuedsomething liquid,
deathcolored,andfoul.Hetouchedatree,leaninghisproppedarmsagainstit,seeingtheranked
andmoonliturns.Hevomited.（189）
すなわち，ジョーが幻視した ・urns（壺）・（189）は，優雅な形をしていて，胴のふくらんだ壺の
列であり，それらの壺は女体を想像させるものである。壺はみんなひび割れていて，そこから何か液
体のような，死の色をした汚いものが流れ出ているのを幻視したジョーは，一種のショックを嘔吐に
よって外へ流し，乗り越えたというわけである。
このひびわれた壺に対して，ジョーは女体を連想したにすぎないが，冒頭の章において壺が 永遠
の時を意味することを感得した読み手としては，死の色をした液体の流れるひび割れた壺の上に，
永遠の時を象徴する壺を重ねてみたいと思う。するとそこには，太古の昔より流され続けてきた
無数のありとあらゆる死者の血が 永遠の時の壺の表面に炙り出されてくるのである。壺がひび割
れれば流れ出てくるということは，あるいは壺を透視すれば炙り出されてくるということは，そこに
死者の血が吸収されているからであると言えよう。
（12）
本作品に即して言えば，ジョアナバーデンの祖父と兄が60年前の州選挙の折，黒人投票の問題
で，旧奴隷所有者に殺されて広場に流れた「古い血」（4647）も，パーシーグリムに虐殺されたジ
ョークリスマスから迸り出た「黒い血」（465）も，永遠の時に吸収されたのであり，リーナや
バイロンが天寿を全うする時にも，その生命は，その血はそこに吸収されるのである。
如何なる生命も，如何なる流された血もみな，最後に 永遠の時に吸収されるが，永遠の時
からは，ただ冷然の印象を受ける，という作者の述懐を感得するのである。
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